のち そ ゑん 

る。 けれども 鎌 倉 を 去った 後 は 日 夏 君と もい つか 疎遠 

になった。 諸君 は 皆 健在ら し。 日 夏 君 は 時々 中央 公論 

に 詩に 関する 長 論文 を 発表して ゐる。 あの 原稿 を 書い 

てゐる 部屋へ はもう 床の間の 風な ども 吹き こんで 来な 

いこと であらう。 

(大正 十三 年 五月) 
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